
 

 

下北線路街ニュース Vol.3 

報道関係各位           2020 年 3 月 31 日 

小田急電鉄株式会社（本社：東京都新宿区 社長：星野晃司）が開発を推進する「下北線路街」では、開発

エリア 07 で検討を進めている「居住型教育施設（学生寮）」に係るプロジェクトを発足しました。新たな教育的

価値をもたらす居住施設として 2020 年 11 月の開業を目指し、計画を深度化します。 

また、開発エリア 02 の複合施設「世田谷代田キャンパス」では、2020 年 4 月 13 日（月）、新店舗「DAITADESICA

フロム青森」がオープンします。 

新たな出会いと学びを提供する「居住型教育施設」の開業に向け、プロジェクトを発足 

開発エリア 07 で 2020 年 11 月の開業に向けて検討を進めている

「居住型教育施設 ※ （学生 寮）」について、世界に違いをもたらす

リ ーダーの輩出を目指したプ ロ ジ ェ ク ト を 発 足 し 計 画 を 深 度 化 し

ます。※名称未定 

本プロジェクトは、小田急電鉄と小田急グループの UDS 株式会

社(本社：東京都渋谷区 社長：黒田哲二)、株式会社エイチラボ（東

京都渋谷区 社長：小林亮介）が協働し、高校生から若手社会人ま

で、多様な入居者が寝食を共にする中で互いに学び合い、新たな教

育的価値をもたらすプログラムを計画します。 

また、プログラムの一部として、入居者がまちづくりやエリアマネジメントへ参画いただける仕組みを 構築

し、「下北線路街」を中心とするエリアの活性化を目指します。 

 

本プロジェクト発足の背景として、現代社会における急速なイノベーションの進展やグローバル化の波が教

育に大きな影響を与えていることが挙げられます。MOOC（大規模公開オンライン講座）の普及などにより世

界の一流大学が提供する知識・技能コンテンツへのアクセス が物理的・経済的に容易になったことを背景に、

教育に以下のような変化をもたらしていると認識しています。  

・ 知識や技能の習得以上に、それらを実践し応用する力や、それらをツールとした問題解決能力を養成す

る重要性が高まっている。 

・ 複雑さを増す世界の課題解決に、分野横断的なアプローチが求められる中、多様な専門性を“架橋”しな

がら学び続けること（生涯学習）が求められている。  

・ グローバル化に加え、少子高齢化にも直面する日本においては、多様な人材と協働し新たな産業を創出

できる人材が必要とされている。 

開発エリア「下北線路街」のまちづくりに関するお知らせ 

新たな出会いと学びを提供する「居住型教育施設」の開業に向け、 

プロジェクトを発足  

「世田谷代田キャンパス」に 4 月 13 日、新店舗「DAITADESICA フロム青森」オープン 

 



 

 

こうした状況の中で生まれた本施設の計画は、特定の高校・大学に紐づいた欧米型のボーディングスクール（寄

宿型学校）とは一線を画すものです。「教育プログラムとしての共同生活」「リベラルアーツの学び合い」「地域

に開かれ共創するプロジェクト」の 3 つを柱として展開するとともに、多様性豊かな居住者がそれぞれの高校・

大学・職場などでの経験を持ち寄って互いに学び合う居住型教育施設という新たな教育の形を提案します。 

これにより、世界に違いをもたらすリーダーの輩出を目指すほか、下北沢地域の歴史や成り立ち、経済・文化

活動などを対象としたフィールドワークや下北沢地域を対象とした共創プロジェクトの企画立案など、下北沢エ

リアと連携したプログラムも開発し、地域個性を促進します。 

 

なお、プログラムの詳細と募集開始時期については決定次第お知らせします。 

事業の企画・建設設計は、学生レジデンス「NODE GROWTH

湘南台」やシェアハウスの運営等に豊富な実績がある UDS が

担い、運営は同社とともに、多様な学びの体験や空間を提供す

る教育事業を展開する HLAB が協働して行います。 

UDS の学生寮への取り組み、HLAB の教育への取り組みの

詳細は以下の URL からご覧いただけます。 

UDS WEB サイト 

https://www.uds-net.co.jp/article/press 

HLAB WEB サイト 

https://h-lab.co/category/news/ 

 
居住型教育施設で展開される 

教育シーンのイメージ 

https://www.uds-net.co.jp/article/press
https://h-lab.co/category/news/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「世田谷代田キャンパス」に 4 月 13 日、新店舗「DAITADESICA フロム青森」オープン 

開発エリア 02 の複合施設「世田谷代田キャンパス」において、

2020 年 4 月 13 日（月）、新店舗「DAITADESICA フロム青森」が

オープンします。 

これは、全国で唯一「GLOBAL GAP」「有機 JAS 認証」「ノウフ

ク JAS」の 3 つを取得した、青森県黒石市の農業法人アグリーン

ハートによる初めての直営店です。誘致にあたっては、世田谷代田

の商店街で“ありがとうを届ける道具店”をコンセプトにした ギフ

トショップ「ダイタデシカ、」を営み、年 1 回開催される地元のお

祭り「世田谷代田ものこと祭り」の実行委員会を務める南秀治氏と連携し、“地方と都心”、“生産者と消費者”を繋

ぐをテーマに活動した結果、青森の農家×世田谷代田の地域密着店舗のコラボレーションによるお店を開業する

こととなりました。 

「DAITADESICA フロム青森」では、栽培方法にこだわった自社栽培の安心・安全のお米を中心に、農産物・

魚介類など東京で流通する機会の少ない青森の旬の食材や加工品をお届けします。お米はでき るだけおいしい

状態で食べてもらいたいという思いから、店舗でお客さまの好みにあわせて精米し、搗きたてのお米を販売し

ます。また、食材の細胞壁を壊さず急速冷凍ができる 設備により、旬の食材を収穫直後に青森で冷凍し、とれ

たてのおいしさを世田谷の食卓で味わっていただける商品も販売するほか、食に関するこだわりの道具類も販

売します。「ダイタデシカ、」とのコラボレーションで世田谷の暮らしをサポートし、地元住民に愛され、世田

谷の食生活に寄り添っていく店舗づくりを目指します。また、青森と世田谷、食の生産者と消費者がいろいろ

な形でつながっていけるように、青森の生産者を店舗に招いて食のイベントや体 験会なども行います。 

世田谷代田キャンパスは「地域のコミュニティハブ」をコンセプトとして 2019 年 4 月に開業し、東京農大

の ア ン テ ナ シ ョ ッ プ と オ ー プ ン カ レ ッ ジ 、 地 域 密 着 型 の レ ス ト ラ ン 「 カ フ ェ ハ ロ ー 」 が 入 居 し て い ま す 。

「DAITADESICA フロム青森」のオープンにより、「食」分野での相乗効果を図り、食を通じたコミュニティづ

くりや、世田谷代田エリアの子どもたちの食育に寄与できる施設を目指します。 

「DAITADESICA フロム青森」の概要は以下のとおりです。 

「居住型教育施設（学生寮）」施設概要 

所 在 地  東京都世田谷区代田五丁目 20 

（小田急小田原線、京王井の頭線 下北沢駅南西口 徒歩 3 分） 

構 造  鉄筋コンクリート造 5 階建て 

規  模  敷地面積：1267.78 ㎡ 

建築面積：715.41 ㎡ 

延床面積：2495.34 ㎡ 

室数：102 室 

食堂：１ヵ所 

工 期  着工：2019 年 6 月 

竣工：2020 年 10 月（予定） 

入 居 開 始  2020 年 11 月（予定） 

  企画・設計・運営  UDS 株式会社 

施 工 者  株式会社フジタ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

「DAITADESICA フロム青森」概要 

店 舗 名  DAITADESICA フロム青森 

開 業 日  2020 年 4 月 13 日（月） 

業 態  ライフスタイルショップ（食品・雑貨販売） 

営 業 時 間  11:30~19:30（水曜定休） 

ブ ランドコンセプト  いただきますでつながる、自然な暮らし 

 

商品・メニュー例 

‣自社生産の減農薬栽培米の販売（お好みに合わせてその場で精米） 

‣自社生産の自然栽培米（無農薬・無肥料）の販売（お好みに合わせてその場で精米） 

‣自社生産の自然栽培米（無農薬・無肥料）贈答用化粧箱入り   

‣季節ごとの青森県産の旬の生鮮農産物、農産加工食品、魚介加工食品の産直販売 

‣子ども向け木製玩具・ファミリー向け雑貨の販売 

‣青森県産 無添加りんごジュース 

‣有機 JAS 認証のパン（材料がすべて自然栽培）を使ったテイクアウトフード など 

ブランドロゴ 



 

 

 

別紙 

「下北線路街ニュース」について 

小田急電鉄は、小田急小田原線の代々木上原駅から梅ヶ丘駅間の鉄道地下形式による連続立体交差事業（事

業者：東京都）および複々線化事業により新たに創出された鉄道跡地約 1.7ｋｍにわたる開発エリアの名称を

「下北線路街」とし、2020 年度末までに 13 の施設を整備します（一部を除く）。 

各開発施設の進捗状況に加え、エリア内でのイベント情報やエリアマネジメントなどまちづくり全般の情報

を、「下北線路街ニュース」として、月 1 回を目途に定期配信します。 

 

「下北線路街」について 

1. エリア名称 「下北線路街」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 対象エリア 小田急小田原線 東北沢駅～世田谷代田駅 

3. 敷地面積 約 27,500 ㎡ 

※ 連続立体交差事業および複々線化事業に伴う世田谷区・渋谷区 内の土地 

※ 交差道路、鉄道施設にかかる面積は除く 

4. 開発テーマ 「支援型開発」 “変える”のではなく、街への“支援”を目指して。 

5. 開発コンセプト 「BE YOU.」 シモキタらしく。ジブンらしく。  

 

いろんな人が、自分らしく生きている街、シモキタ。  

ここまで多様性にあふれている場所は、日本中を見渡しても、そうそう存在しません。  

そんなシモキタの魅力がそのまま未来に息づきながら、 

より多くの人がつながり合って、それぞれの心地いい場所がふえていく。  

そのためのきっかけをつくったり、新たなチャレンジを後押しできる拠点となることを目指して、  

当開発プロジェクトは走り出しました。 

6. 公式サイト URL: https://senrogai.com/ 

 

https://senrogai.com/


 

 

 

別紙 

「下北線路街」各施設の概要 

 

 

 

 

 

 

 

No. 名称 概要 
開業時期（予定） 

※下線は開業済 

規模 

(㎡は延床面積) 

01 リージア代田テラス 
豊かな世田谷ライフを叶える 

テラスハウス 
2016 年 2 月 

2 階建 

約 700 ㎡ 

02 世田谷代田キャンパス 
食でつながる地域の 

コミュニティハブ 
2019 年 4 月 

2 階建 

約 400 ㎡ 

03 KALDINO 
世田谷代田が発祥の「カルディ」に 

よるテストキッチン＆カフェ 
2020 年 1 月 

2 階建 

約 300 ㎡ 

04 温泉旅館 由縁別邸 代田 都心に突如現れる温泉旅館 2020 年 9 月 
2 階建(一部３階) 

約 2,000 ㎡ 

05 世田谷代田 仁慈保幼園 
地域とつながる 

保育施設＆コミュニティの場 
2020 年 4 月 1 日 

2 階建 

約 1,400 ㎡ 

06 BONUS TRACK 

新たなチャレンジや 

個人の商いを応援する長屋 

（住宅・商業） 

2020 年 4 月 1 日 
2 階建 

約 900 ㎡ 

07 未定 
新たな出会いと学びを提供する 

居住型教育施設（学生寮） 
2020 年 11 月 

5 階建 

約 2,500 ㎡ 

08 未定 
コミュニティをつくる 

ライフスタイル提案型施設（商業） 
2020 年 12 月 

5 階建 

約 1,700 ㎡ 

09 シモキタエキウエ 
シモキタならではの 

多様性あふれる商業施設 
2019 年 11 月 

2 階建 

約 1,500 ㎡ 

10 下北線路街 空き地 みんなでつくる自由なあそび場 
2019 年 9 月～ 

2020 年度内 
約 1,400 ㎡ 

11 未定 
洗練された個店が集まる 

次世代型の商業ゾーン 
2021 年 3 月 

2 階建 

約 1,900 ㎡ 

12 未定 
シモキタカルチャーを加速させる 

エンタメカフェ 
2021 年 3 月 

1 階建 

約 400 ㎡ 

13 未定 さまざまな人が集まる都市型ホテル 2021 年 3 月 
2 階建 

約 1,700 ㎡ 


